
1.切羽基礎情報
トンネル名 切羽に良好な部分と劣悪な部分が混在する場合の見方

観察年月日 ※「(C)圧縮強度」、(D)風化変質」、「(E)割れ目の頻度」を評価する場合に適用

測点
断面番号 № 劣悪な部分が30%以上の場合　→　劣悪な部分で評価

坑口からの距離 ｍ 劣悪な部分が10%以下の場合　→　その他の良好な部分で評価

土被り高さ ｍ 劣悪な部分が10%～30%　　 　→　両者の中間的な部分で評価

地表地形 注）Ｈ：上半掘削高さ　Ｂ：掘削幅

岩石名

湧水状況 <切羽>湧水量 1 L/min 色： 0 L/min

設計時計画 km/s

2.切羽評価点のよる支保パターン（目安）の評価
（1）切羽評価点（重み付け評価点＝[評価区分]×[重み係数]/100）

重み

係数評価区分（掘削地点の地山の状態と挙動）

評価区分
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素堀面
の状態

5.その他 36

5.その他 9 2（Ａ）
切羽の

状態
1.安定

2.鏡面から岩塊が抜

け落ちる

3.鏡面の押し出しを

生じる

4.鏡面は自立せず崩

れ、あるいは流出

天端左肩

弾性波探査： 岩石名：支保ﾊ゚ ﾀｰﾝ： 地質時代：

1.自立(普請不要）
2.時間がたつと緩み
肌落ちする（後普

請）

3.自立困難掘削後早
期に支保する（先普

請）

4.掘削に先行して山
を受けておく必要が

ある
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中礫質岩（層状）

透明 湧水箇所： 0

区分： 岩石ｸﾞﾙー ﾌﾟ：中生代白亜紀 頁岩

十津川道路　豆市トンネル工事

右肩部

切羽評価表[中硬質岩（層状）]

平成29年3月17日

102.4

<切羽全体>湧水量： 色：

様式-2(3)

№000+85.40

101

73

斜面斜交

中・古生層頁岩 地質時代：

2 2（Ｃ）
圧縮

強度

1.σc≧100Mpa

ハンマー打撃はね返
る

2.100Mpa>σ≧20Mpa

ハンマー打撃で砕け
る

3.20Mpa>σ≧5Mpa

軽い打撃で砕ける

4.5Mpa≧σ

ハンマー刃先食いこ
む

1 2（Ｄ）
風化

変質
1.なし・健全

2.岩目に沿って変

色、強度やや低下

3.全体的に変色、強

度相当に低下

4.土砂状、粘土状、

破砕、当初より未固
結

5.その他 5

5.その他 9

2 2

（Ｆ）
割れ目
の状態

1.密着 2.部分的に開口 3.開口
4.粘土を挟む、当初
より未固結

5.その他 10

5.その他 7（Ｅ）
割れ目
の頻度

1.間隔ｄ≧1ｍ
　割れ目なし

2.1ｍ＞ｄ≧20㎝ 3.20㎝＞ｄ≧5㎝
4.5㎝≧ｄ
破砕当初より未固結

（Ｈ） 湧水 1.なし・滲水程度 2.滴水程度 3.集中湧水 4.全面湧水 5.その他 5

5.その他 14（Ｇ）
割れ目

の形態
1.ランダム方形 2.柱状

3.層状、片状、

板状

4.土砂状、細片状、

当初より未固結
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（Ｉ）
水によ

る劣化
1.なし 2.緩みを生ず 3.軟弱化 4.崩壊、流出

1.水平（10＞θ＞0）
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(切羽を

みて）

1.水平（10＞θ＞0）
2.さし目（30＞θ＞10，80＞θ≧60）

3.さし目（60＞θ≧30）

4.流れ目（60＞θ≧30）
5.流れ目（30＞θ≧10，80＞θ＞60）

6.垂直  6（θ≧80）

（最大傾斜角をとる）
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No.14 トンネル切羽のデータ収集、画像解析による、岩判
定支援システムの構築

トンネルの施工にあたっては、設計時に地質縦断図をもとに支保パターンを設定し、掘削
の際、実地山の観察結果をもとに岩判定を行って、実施工の支保パターンを確定。

岩判定は、判定者の経験に負うところが大きく、掘削をいったん止めることにもなるため、
職員の負担の増加、工程の遅延などの課題がある。

ニーズの概要

奈良国道事務所

トンネル施工現場

岩判定実施状況（切羽）

岩判定実施状況（現地事務所） 現地との位置関係

○判定者によるばらつきを、なくせないか
○遠隔地でも、的確な岩判定ができないか



No.14 トンネル切羽のデータ収集、画像解析による、岩判
定支援システムの構築

他の分野で技術進展が著しい、画像解析やディープラーニングといったICT技術を、トンネ
ル切羽観察にも導入し、岩判定に要する手間を減らせないか。
蓄積されたデータは、湧水発生箇所の重点管理など、将来の維持管理でも活用可能。

期待するシーズ

カメラ

カメラ

カメラを用いた岩判定実施状況
（切羽）

テレビ会議形式による岩判定実施状況
（現地事務所）

切羽の撮影画像

解析イメージ

画像解析による岩判定支援 遠隔地での的確な岩判定

亀裂の方向や色、湧水量などの判別が必要 映像・音声伝送の効率化などが必要


